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平成２７年上尾市教育委員会４月定例会 教育長報告１０ 

所属名  学校教育部 教育センター  

件  名 

平成２６年度上尾市教育センター教育相談（不登校）の状況について 

内 容 説 明 

１ 不登校に関する相談 

平成２６年度の教育相談延べ回数は６，４８３回である。そのうち小学生は２，２５９回

（不登校１，０５２、性格行動４３０、学習発達５４８、その他２２９）であり、中学生は

３，９００回（不登校２，５３９、性格行動７８１、学習発達３７４、その他２０６）であ

った。その他（幼保・小・中以外）は、６１回である。 
  不登校に関する相談は、教育相談延べ回数の約５割を超えており、昨年度と比較すると４

４３回増えている。不登校に関する相談の多くは、適応指導教室に通っている児童生徒の相

談（通所）延べ回数であり、教育センターへ通う児童生徒の数が増えたことから、相談回数

の増加につながっている。不登校で相談に来る児童生徒の多くは、自身の性格・行動の影響

で集団生活に適応できない状況に陥っていたり、学習・発達の影響で学級への所属感が得ら

れなかったりすることが原因で、さらに学校に復帰できない状況が継続していることが伺え

る。 
現在、上尾市内小中学校には、未だに多くの不登校児童生徒がいるが、学校復帰を目指す

ために、まずは教育センターに通わせる手だてを講じる必要がある。そこで、学校との連携

を図り、さわやか相談室相談員やスクールソーシャルワーカー等を積極的に活用することで

学校復帰・学級復帰を目指している。 
教育センターに通っている児童生徒については、相談員による個別対応、適応指導教室に

よる小集団での学習を継続して学校復帰を目指してきた。一時的に学校復帰を果たしても、

再び登校しぶりや不登校状態となることも考えられるため、より一層各学校との連携を強化

するとともに、学校復帰後の支援体制の構築を図ることが重要である。 
２ 不登校の改善状況 

平成２６年度、教育センターに通級（個別指導）、又は、適応指導教室において学校復帰

を図ってきた不登校児童生徒は３６名（小１名・中３５名）であった。このうち、約７０％

にあたる２５名が学校復帰（さわやか相談室登校含む）し、１０名が教育センターに通級及

び断続的な登校ができた。この結果から、教育センターでの取組が、不登校児童生徒の学校

復帰への支援となったものとして考えられる。 
３ 不登校改善に向けて 

  平成２３年度から、スーパーバイザー（聖学院大学 山田 麻有美 教授）を迎え、年３回

の研修会を実施してきた。平成２６年度も、教育センターでの相談を継続している児童生徒

の事例を取り上げ、上尾市教育センターにおける教育相談体制強化を図るための指導及び助

言をいただき、教育センター相談員・指導員の資質の向上を図ってきた。また、スクールソ

ーシャルワーカーにより、学校及び関係機関との連携を図り、保護者への家庭訪問を継続す

るなどの具体的な対応を図ってきた。その結果、学校復帰や教育センターに繋がった。 
  本年度もさらに、学校訪問（さわやか相談室）を含め、さわやか相談室と密に連携を取

りながら、不登校及び不登校傾向にある児童生徒の状況を把握することで具体的な対応に
繋げ、各学校との連携を図りながら不登校の減少を目指す。 

添付資料 添付資料名 

有 ・ 無 

（１）平成２６年度 上尾市教育センター教育相談回数【２２ページ】 

（２）平成２７年度 上尾市教育センター非常勤職員の配置について【２３ページ】 

（３）上尾市立小・中学校の不登校児童生徒数及び不登校の割合【２４ページ】 
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